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文書処理 システム1あ丁亘Xに よる文書作成

情報処理センター 横 田 浩

1.は じめ に

最近,各 種 の国際会議の会議録や研究会 ・学会な どの講演概要集 ・論文集な どは,

ワープロ等を使用 してそのまま写真製版(い わゆるカメラレディ)で作成することが多

くなってきま した。カメラ レデ ィの版元 としての原稿 を作成するシステムは電子卓上

出版 システム(DTP:DeskTopPublishing)と 呼ばれ ています。広い意味では,ワ ー

プロもDTPの 一つ には違いないのです が,本 稿では,DTPの 一つである 丁庖Xフ ァミ

リーの内,広 く用い られている1蝿Xの 使い方 を紹介 します。

丁庖X*は,も ともとスタンフォー ド大学のD.E.Knuth教 授が 自分の著作 を電子出

版するために作 った ものです。地Xと い う文書処理 システムでは,活 字を組 んだの と

ほぼ同等な仕上が りが期待 できます。 しか しなが ら,丁庖Xそ のものは単純な機能 しか

用意 していないため,一 般ユーザには とて も難解です。そこで,あ る程度文書の構造

や形式を考慮 したマクロ(い ろいろなコマ ン ドや形式を定義 したもの)を 始めか ら用意

してお くのが便利です。マクロ集 にはい くつか種類があ りますが,L.Lamport氏 が開

発 した 晩X† と呼ばれる ものが,現 在最 も広 く使われています。晩XのLaは 開発

者の名前か らきています。

本センターで も 丁庖X(plainT庖X)と 晦Xの 両方 をイ ンス トール してあ りますが,

ここでは晩Xを 取 り上 げます。なお,こ れ らの 日本語版 にはNTT版 とアスキ.一版

の2種 類 がありますが,セ ンターにあるのはすべてアスキー版です。

本稿 はアス キー 日本 語 正畑擦(で 処理 を し,Ricohプ リンタLP5100-UXを 用 い て 出力 した

もの です[図1を 除 く】。 また,奈 良大 学情 報処 理セ ンター一年 報No.4(1993)の"ネ ッ トワー ク

化 され た ワー クス テー シ ョンの利 用 環境"俵 題 ・所属 ・氏名 と図1,2を 除 く】と"情 報 処理

セ ンター の コン ピュー タの利用 方法"[表 題 を除 く】はアス キー 日本語MicroPT冨(で 処 理 を し,

CanonLASERSHOTB406S(LISPII)で 出力 した ものです。

2.晩Xに よる文書処理

では,ど の よ うに して 晦Xで 文書 を処 理 して行 くのか を見て み ま し ょ う。

*テックまたはテフと読みます
。

†日本語ではラテフ,英 語ではレィテックと発音するのが一般的だそ うです。
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図1に 晩Xシ ステ ムによる処理 の流れ を示 します。

LaTeXコ ン パ イ ラ

.tex
latex
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鰹/鯉
dvi2etc・ 画 面 へ の 表 示

dvi2ps

随ps3dvi

dvishotetc.笥 ＼

プ リンタへの出力

図1LaTeXシ ステムによる処理 の流れ

くマック ドローにて作成 〉

通常の ワープ ロに慣 れた人はち ょっ と戸惑 うかもしれません。 ワープロは,出 力

した とき と同 じイメージで入力‡してい きますが,蝿Xは,ど こから本文が始まると

か,こ こは中央寄せす る とかい う情報を,原 稿 と一緒 に書いていきます。そのため,む

しろ晦Xと い うコンパイラが,文 書の原稿 を処理す るとい う感覚にな ります。

2.1.照 丁巳Xソ ー ス フ ァイ ル の 作 成

まず,文 書の原稿 を作成 しな けれ ば な りませ ん。 この原 稿 の こ とを ソー ス ファイル

とい い ます。 恥Xで 処理 をす るた め には,・texと い う拡 張子 が必 要 です。 以 下,本

稿 で は,ソ ー ス フ ァイル名 をsample.texと します。sampleの 部分 を適 当に変 更 して

下 さい。

晩Xに はエデ ィタは含 まれ ませ ん。入力 す るた めのエデ ィタは,原 則 として何 で

もかま いませ んので,現 在 使 用 してい る慣 れ た もの を使 用すれ ば 良い で しょ う。 一太

郎 の よ うな 日本語 ワー プ ロで もか ま い ませ ん(た だ し,テ キス トタ イプ で保 存 で き る

もの に限 ります)。

ソー ス フ ァイル は,ハ ー ドウェアに依 存 しませ ん。 フ ァイル 転送 ソフ トウェアftp

‡このようなシステムはWYSIWYGと 呼ばれます。WYSIWYG(ウ ィシウィグ)はWhatYouSeeIs
WhatYouGet.の 略で,画 面で見ているものがそのまま得 られるという意味です。
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を利 用す れ ば,ワ ー クステ ー シ ョンや パ ソコ ン,ス ーパー ミニ コンで作成 した もの を

使 用す る こ とがで きます。 ただ し,ワ ー クス テー シ ョンでは 日本 語 の コー ド変換 が必

要 です(EUCと シ フ トJISの 違 い)。

ここで,塾TbXの 詳 細 につ いて述 べ る こ とは困難 です。参考文 献等 を参 照 して頂 く

と して,ど の よ うな ものか とい う例 をあ げ る こ とに します。 例 は,下 記 の参 考 文献 の

部分 を出力 す るた めの ものです。＼(バ ックス ラ ッシュ)で 始 ま ってい るの が,憩TbXの

コマ ン ドです。 ＼は¥に な って い る こ ともあ ります が,ま った く同 じです。 一般 に 日

本語 対応 では¥と な ります。o/0以下 は コメ ン トです。

¥documentstyle[12pt]{jarticle}

¥begin{document}

¥begin{small}

¥begin{flushleft}

{＼bf参 考 文 献:}

¥end{flushleft}

¥begin{enumerate}¥baselineskip=12pt

＼itemL.Lamport:EdgarCooke・ 倉 沢 良 一 監 訳,大 野 俊 治 ・小 暮 博 道 ・

藤 浦 は る美 訳:``文 書 処 理 シ ス テ ム ＼LaTeX",ア ス キ ー

出版 局(1990)。

＼item野 寺 隆 志:``楽 々 ＼LaTeX,,,共 立 出版(1990)。

＼item磯 崎 秀 樹:``＼LaTeX自 由 自在 ・',サ イ エ ン ス社(1992)。

＼item奥 村 晴 彦:``＼LaTeX美 文 書 作 成 入 門",技 術 評 論 社(1991)。

＼end{enumerate}o/0箇 条 書 と12ポ イ ン トの 間 隔 は こ こ ま で

＼end{small}o/0小 さ め の 文 字 は こ こ ま で

1.は 開 発 者 に よ る もの で す が,マ ニ ュ ア ル 的 な の で 慣 れ な い と

む ず か しい か も知 れ ま せ ん 。

＼end{document}o/0本 文 の 終 了(ソ ー ス フ ァイ ル の 終 了)

o/
0日 本 語article形 式で12ポ イ ン トで作成

%本 文 の 開始

%こ こか ら小 さめの 文字
o/
0こ こか ら左寄せ

o/
0強 調(ゴ チ ック)体 の文字 で
o/
0左 寄せ は こ こま で

0/
0箇 条 書,間 隔 は12ポ イ ン ト

参考文献

1.L.Lamport:EdgarCooke・ 倉沢 良一 監訳,大 野俊治 ・小暮 博道 ・藤浦 は る美訳:"文 書

処理 シス テ ム 酬丁自X",ア ス キー 出版 局(1990)。

2.野 寺 隆志:"楽 々斑bX",共 立 出版(1990)。

3.磯 崎 秀樹:"盟TbX自 由 自在",サ イエ ンス社(1992)。

4.奥 村 晴彦:"齪bX美 文書 作成 入 門",技 術 評論 社(1991)。

1.は 開発者 によるものですが,マ ニュアル的なので慣れない とむずか しいか も知れま

せん。
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2.2.DVIフ ァイ ル の 作 成

図2に,懸TbXの 実行 例 を示 します。Sunワ ー一クス テー シ ョンで の ものです が,パ

ソコン版 で も同 じよ うな表 示 がで ます。

sparc2%latexsample

ThisisTeX,CVersion2.99(noformatpreloaded)

(sample.tex

LaTeXVersion2.09<24May1989>

(/usr/local/lib/tex/inputs/article.sty

DocumentStyle`article'<16Mar88>.

(/usr/local/lib/tex/inputs/artlO.sty))

Nofilesample.aux.

[1][2](sample.aux)

Outputwrittenonsample.dvi(2pages,5752bytes).

Transcriptwrittenonsample.log.

sparc2%

図2 顛踏Xの 実行例

ソー スフ ァイル を 斑 亘Xコ ンパイ ラで処理 をす る と,3つ の ファイル が作成 され ま

す。sample.dvi,sample.aux,sample.109の3つ です。.dviと い う拡張子 がっ いた

フ ァイル はDVIフ ァイル(DeViceIndependent)と よばれ,出 力 のた めの情報 が記憶

され てい ます。.109と い う拡 張子 がっ い た ファイル には処理 の ときのメ ッセー ジ等

の情報 が記 憶 され ます。.aUXの 拡 張子 がっ い た フ ァイル は補 助 フ ァイ ル で ラベ ル機

能 を利 用 した ときな どにそ の情報 が記 憶 され ます。

DVIと は,機 器(Device)に 依 存 しな い とい う意 味 です。従 って,パ ソ コ ンで作成

した もの をftpに よってSunやconvexに 転送 して,Ricohの プ リン タに出力 す る とい

うこ ともで きます し,Sunで 作 成 した もの をパ ソコン側 に転 送 して,画 面 やCanonの

LASERSHOTに 出力す る こ とも可能 です。

2。3.DVIフ ァイル の表示 と出力

出力 には,DVIフ ァイルが必要です。出力す るた めのソフ トウェアをデバ イス ド

ライバ といいます。デバイス ドライバで,画 面に出力(表 示)す る ものをプ レビューア

と呼び,プ リンタへ出力す るための ものをプリンタ ドライバ といいます。 プ リンタ ド

ライバによって出力すれば,そ のプ リンタの解像度 に合わせた出力が得 られます。

デバイス ドライバ はハー ドウェアに依存す るので,い ろいろな種類 の ものが存在
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します。

3.セ ンター での 利用 法

現在,情 報処 理セ ンター で はSunの ワー クステー シ ョンすべ て並び に第2シ ステ ム

室 ・研 究 開発室 のPC-9801(両 方 ともCanonLASERSHOTに 接続 され てい る もの)

で使 用 で きます。 それ ぞれ のバ ー ジ ョンは以 下 の通 りです。

・SunSPARCstationシ リー ズ(英 語 版 の み)

TeX,CVersion2.99

LaTeXVersion2.09

●PC-9801FA:ASCII日 本 語PTbX

pTeX,CVersion2.99-j1.7-p1.0.9G

LaTeXVersion2.09

TateVersion1.0(縦 組 対 応)

・PC-9801VM:ASCII日 本 語MicroPT亘X

TeX,MS-DOSVersion2.9-j1.1

LaTeXVersion2.09

英 語版 につ い て は,互 換 と考 えて 問題 はあ りませ ん。

日本 語版 につ いて。今 の とこ ろ,Sunワ ー クステー シ ョンで は 日本語 の処理 はでき

ませ ん§。PC-9801VMとPC-9801FAは,横 組 で あ る限 り,ほ ぼ互換 と考 えて頂 い て

結 構 です。PC-9801FAの み縦組 をサ ポー トしてい ます。

上 記 はす べ て通 常 のPT圃(で す◎ 大 き な文 書 を処理 で きるBig齪 球((ア ス キー版

の改訂 版 で あ るEastWind版:CMagazine1993年10月 号付 録)も あ ります が
,現 段

階で はまだ,イ ンス トール は してあ りませ ん。

本稿 は,す べ て1994年8月1日 現在 の ものです。

§アスキー 日本語 囲 福Xコ ンパイラの ソースプログラムはあるのですが
,実行用プログラム(initex,virtex

とfmtフ ァイル)を 作成するためのコンパイルが うまくいかないため,現 在,日 本語は使用できませ ん。
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3.1.ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で の 利 用 法

Sunの ワー クス テー シ ョンで の利 用 方法 につ いて解 説 します。 各種 の コマ ン ドを

利 用す るた め,/usr/local/binお よび/home/binに パ ス を通 して 下 さい。

3.1.1.1塾TbXソ ー ス フ ァ イ ル とDVIフ ァ イ ル の 作 成

エ デ ィタ は何 で もよい のです が,こ こで はemacsとOpenWindowsの テ キス トエ

デ ィタ を取 り上 げ ます。 日本語 は入 力 のみ 可能 です(DVIフ ァイル の作 成 はで きませ

ん)。 以 下,OpenWindowsやemacsの 基 本 的 な使 用 法 は知 って い る もの とします。

OpenWindowsの テキ ス トエ デ ィタ

OpenWindowsを 利 用す る場合 は,コ マ ン ドツール とテ キス トエ ディタの2つ の ウィ

ン ドウを開い て お くと便利 です。

まず,テ キス トエディタで原稿 を入 力 し,保 存 します。以 下ファイル名 をsample.tex

とします。.texと い う拡 張子 を忘 れ ない よ うに して下 さい。

コマ ン ドツー ル で,latexコ マ ン ドを実行 します。 この場合.texと い う拡 張子 は

省 略可能 です。

エ ラー が 生 じた ら,"?"と い うプ ロンプ トが表 示 され るの で ,x〔 ⊇ を入 力 して強

制 終了 します 。

ポイ ンタ をテ キス トエ デ ィタに戻 し,修 正 して下 さい。修 正 した ら必 ず 保存 して

下 さい。

ここで,も う一 度 コマ ン ドツー ル に戻 って1atexコ マ ン ドを実行 します。

これ らの処 理 をエ ラー が な くな るま で繰 り返 します。 最終 のsample.dviと い う

フ ァイ ル がDVIフ ァイル です。

emacs

まず,emacsを 起 動 して下 さい。SS-netな どを経 由すれ ば,各 学科 の共 同研 究 室や

第1,2電 算 実習 室 のPC-9801か ら も利 用 で きます。Sunで は カー ソル が使 えな いの

で,パ ソコンか らの方 が便 利 か も しれ ませ ん。
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表1:emacsの 過TEXモ0ド の コ マ ン ド

キー操作 コマ ン ド 意味

latex-mode 塾TbXモ ー ドにす る

C-cC-f TeX-close-LaTeX-block ＼begin{…}に 対応 す る＼end{…}を 挿 入 す る

Esc{ TeX-insert-braces 1組 の{}を 挿入す る
,,

TeX-insert-quote 分脈 に応 じて 「"」ま たは 「"」を挿 入す る

M-・ inent-for-comment コメ ン ト記号o/0を挿 入す る

kill-comment コメン トを削除す る

C-cC-b TeX-buffer 現在 のバ ッフ ァを入 力 と してlatexコ マ ン ド

を実行 す る

C-cC-p TeX-print DVIフ ァイルを印刷する

emacsは,内 部 にLATEXの 処理 を助 けるい くつ かの機能 を持 っています(表1)。 キー

操作 の な い コマ ン ドはM-xを 入 力後,コ マ ン ドをその まま入 力 して 下 さい(大 文 字 と

小 文字 を 間違 えない よ うに して 下 さい)。

拡張子 ・texを つ けて起 動す る と,通 常1班bXモ ー ドに入 ります。 もし,違 った ら

M-xlatex-modeで 遜ThXモ ー ドに して下 さい。

入力 が終 了 し,C-cC-bを 入 力す る と,自 動 的 にlatexコ マ ン ドを実行 します。 こ

の時,ウ ィン ドウが上下 に分れ ます。上 がエデ ィタで下が シェル です。エ ラーが あった

ら,修 正 し再 度C-cC-bを 実 行 します。 エ ラー がな くなれ ば完 了です。 完成 した ソー

ス フ ァイル は保存 して おき ま しょう(C-xC-s)。

emacsの 場 合,す べ ての 作業 をテ ンポ ラ リフ ァイ ルで行 ないます。 この た め,そ の

ま まではDVIフ ァイル は 自分 の ホー ムデ ィ レク トリ内には作成 され ませ んので,必 要

な場 合 に は コ ピー して お く必要 が あ ります。 ただ,emacsの 中か らRicohプ リンタへ

の 出力 が可能(C-cC-p)で す の で,ソ ー ス ファイル が あれ ば十 分 です。

す でに ソー ス フ ァイル が ある場 合 は1atexコ マ ン ドを実行 し,エ ラー が生 じた時

に,e〔 コ と入 力 してemaCSを 起動 して完成 され て もかまい ませ ん。

参 考文 献3羽 山博:"応 用UNIX"(4章 と5章),ア ス キー 出版 局(1993)。

3.1.2.DVIフ ァ イ ル の 表 示

現 在 ワー クス テ.一シ ョンにイ ンス トール され て い るプ レビュー アはテ キス トタイ

プの もの しか ない た め,出 力 と同 じイ メージ での画 面表示 はで きませ ん。 日本 語 を含

んで いて もか まい ませ ん。.dviは 省 略可能 です。
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[ii亘ACSヨキー で次 のペ ー ジが表 示 され ます。

3.1.3.DVIフ ァイ ル の 出 力

Sunの ワ ー ク ス テ ー シ ョン か らは,RicohLP5100-UXとSunSPARCprinterへ 出

力 で き ま す 。 授 業 で使 用 され る 時 はSPARCprinterへ,そ の 他 研 究 な ど に使 用 され る

時 はLP5100-UXへ 出 力 し て 下 さい 。ipcか らはLP5100-UXへ は 出 力 で き ませ ん 。

Ricoh】 ⊃P5100-uxへ の 出力

Ricohプ リンタLP5100-ux(480dpi)は,ア ス キー一日本 語 丁店x対 応 のプ リン タ ド

ライバ を内蔵 して い ます ので,DVIフ ァイ ル を送 るだ けで 出力で きます。 プ リンタの

デ フォル トがricohで あ る と します0

・ コマ ン ドに よる方 法

%lprロ ーd][-C"options,。,]]sample.dvi

ま たは,

●emaCSか ら

C-cC-bの 後 で,C-cC-pを 実 行 す る

・OpenWindowsの 印 刷 ツ ー ル を利 用 す る場 合

フ ィル タ と してrTex」 を指 定 して 出 力 す る

[]は 省 略 可能 で あ るこ とを示 してい ます。

lprを 利 用 した時 のみ,オ プ シ ョンが使 用 で きます(表2)。 例 えば,2ペ ー ジ 目か ら

5ペ ー ジ 目ま で を,B4サ イ ズ で横置 き に印刷 す る ときは,以 下 の様 に入力 します。用

紙 はA4とB4し か用意 して あ りませ ん。

¶SPARCprinterを 使 用 す る予 定 が な け れ ば.1。ginフ ァイ ル にsetenvPRINTERricohを 追 力ロして お

く こ と を お す す め しま す 。
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表2:LP5100-UXのopt20ns(一 部)

options 意味 デ フオル ト

from=n nペ ー ジ 目か ら出力 1ペ ー ジ

to=m mペ ー ジ 目ま で 出力 最終ページ
●

paper=size 用 紙 サ イ ズs2ze:a4,a5,b4,b5,letter a4

landscope 横置きの時指定する 縦置き

なお,dviprtは 同名 の フ リー ソフ トウェアの プ リンタ ドライバ の こ とで は あ りま

せ ん。lpr-Pricoh-dの コマ ン ドを実行 す る よ うに作成 した シ ェル ス ク リプ トで

す(拡 張子 を省 略可能 に した)。

SunSPARCprinterへ の 出 カ

フ リー ソフ トウェア の プ リン タ ドライ バ で あ るdvi2psIlを 用 い て 出力 しま す 。 フ ォ

ン トはComputerModernFontsのpkフ ァイ ル(300dpi)を 使 用 して い ます 。 全 て の

フ ォ ン トを イ ンス トー ル して い な い の で,出 力 で き な い 文 字 も あ ります が,授 業 用 に

は 問 題 は な い と思 い ま す 。ipx2,ipx3に 出 力 す る 時 はipx1,dviprt1をipx2,ipx3,

dviprt2,dviprt3に 変 更 して 下 さい 。

・ コマ ン ドに よる方 法

%dvi2ps口[opt20ns]]sample.dvi〕1]1pr,」-Pipx1

また は,

[]は 省 略 可能 で あ る こ とを示 してい ます。

dvi2psコ マ ン ドを利 用 した 時 のみ,オ プ シ ョンが使 用で き ます。例 えば,2ペ ー ジ

目か ら5ペ ー ジ 目まで を印刷 す る ときは,以 下の様 に入 力 します。SPARCprinterは 現

在A4サ イズ のみ です。

o/
Odvi2ps]-f]2L」-t]5口sample.dvi口1]lprロ ーPipx1

IIdvi2psはdvi形 式 の フ ァ イ ル をPostScriptの フ ァ イ ル に 変 換 す る ソ フ トウ ェ ア で す
。 現 状 で は 日本

語 を含 むDVIフ ァイ ル の 場 合,SPARCprinterで は う ま く処 理 で き ま せ ん 。
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な お,dviprt1も,先 のdviprtと 同 様 にldvi2psdvi-fileIlpr-Pipxiの コ

マ ン ドを実行す る よ うに作成 した シ ェル ス ク リプ トです(拡 張 子 は省略 可能)。

現 在,emacsで のC-cC-Pと 印刷 ツール でのTexフ ィル タは使 用で きませ ん**O

3。2.32ビ ッ トパ ソ コ ン で の 利 用

32ビ ッ トパ ソ コンPC-9801FA(第2シ ステ ム室 の右側)に は,縦 組 対応 のASCII

日本 語 砂TbXが イ ンス トール され て います。

塾丁亘Xを 利 用す るに は,"TEX起 動 用 シス テ ムデ ィス クforPC-9801FA(右)"と

書 いて あ るフ ロッピィ ・デ ィス ク を ドライ ブ1に 入 れ て立 ち上げて 下 さい。 も し,MS-

Windowsが 起 動 して い る時 は終 了 してか ら,リ セ ッ トして下 さい 。 フ ロ ッピィ ・デ ィ

ス クは通 常,パ ソ コン とプ リンタ の間 に置 いて あ ります。起 動後,"A>"が でた ら,シ

ステ ムデ ィス ク を各 自の 文書 デ ィス ク と交換 して下 さ い。

3.2.1.塾 丁福Xソ ー ス フ ァイ ル とDVIフ ァ イ ル の 作 成

PC-9801FAそ の もの にはエ デ ィタ と して はMIFES(日 本語 フ ロン トエ ン ドプ ロ

セ ッサ はATOK7)の み イ ンス トー ル され てい ます。

慣れ ない人 は,一 太郎 な どの ワー プ ロで 入力 して頂 い て結構 です。 ただ し,以 下の

点 に注 意 して下 さい。

1・血丁亘Xコ マ ン ドは 半角 で 入 力 して 下 さい。

2.制 御 コー ドな どは入 れ な いで下 さい。

3.PC-9801独 特 の文字 は使 用 で きませ ん。

4.半 角 カナ は使 用 で きませ ん。 全 角カ ナ を使 って 下 さい。

5.で き るだ け全角 で30文 字(半 角で60文 字)前 後 で改 行 して下 さい。改 行 な しの

長 い文 は入 力 しない方 が無難 です。

6.テ キス トフ ァイル で保 存 します。 一太郎 の場 合 は.TXTの つい た フ ァイル です。

7.フ ァイ ル を保 存後,拡 張子 を.texに 変 更 して下 さい。

LATEXソ ー ス フ ァ イ ル が 完 成 した らplatexコ マ ン ドを 実 行 し ます 。.texは 省 略

可 能 で す 。

**1prコ マン ドの 一dオプシ ョン としてdvi2psを 組み込みたいのですが
,そ のためのフィル タが うまく

作れません。 これができれば,C-cC-pやTexフ ィル タも使用できるよ うになるはずです。
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platexは,縦 組 対応 の 日本 語PTbXを 起 動す る コマ ン ドです が,英 語 のみや 横組

で あって も問題 はあ りませ ん。 安心 してお使 い 下 さい。

エ ラー がで た場 合 は,"?"の プ ロンプ トがで ます の で,強 制 終 了す るな らばx〔 コ

を,MIFESを 起 動す るので あれ ばe〔 ⊇〕を入 力 して下 さい。 エデ ィタ を終了 しな けれ

ば,再 度platexコ マ ン ドは実行 で きませ ん。

ち なみ に,MIFESは

で 起 動 し,メ ニ ュー(f.1)でlE:Save&Quitlを 選 べ ば 保 存 後 終 了 し ます0

参考文献3ア スキー書籍編集部編:"縦 組対応版パー ソナル 日本語 丁庖Xユ ーザーズガイ ド・縦

組 リファレンスガイ ド",ア スキー出版局(1994)。

3.2.2.DVIフ ァイ ル の 表 示

32ビ ッ トパ ソコ ン用 に は,dvioutと い うプ レビュー アがイ ンス トール してあ りま

す。 ほ ぼ,出 力 と同 じ形 式 で表示 され ます。

A>dviout口[-F=cmr10.118]〕sample[.dvi]L1[n-m]

[]は 省略 可能 で あ る こ とを表 します。

最 後 のn-mは,表 示 ペ ー ジを表 します。2ペ ー ジ 目か ら4ペ ー一ジ 目まで を表示す る

な ら2-4と します。 また,3ペ ージ以 降す べ て な らば3-,始 めか ら4ペ ー ジ 目まで な

らば 一4と します。省 略 すれ ば全 ペ ー ジが 出力 され ます。

-F=cmr10 .118と い うオプ シ ョンは,つ けなか った時 にNoFontと 表 示 され た時

につ けて下 さい。 見つ か らない フォ ン トを118dpiのcmr10と い うフォ ン トで代 用 し

ます。

画面表 示 され た後 の キー操 作 につ い ては表3を 見て 下 さい。

3.2.3.DVIフ ァイ ル の 出 力

CanonLASERSHOTB406Eへ の 出力
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表3:dvioutの キ ー 操 作(一 部)

キー操作 意味

↑,↓,←,→ 上下左右にスクロール させ る

N 次のページへ移動

Bま たはP 前 のページへ移動

M 数字 を入力 してか らこのキー を押す と

そのペ ージへ移る

國 dvioutを 終 了 す る

(注)数 字 を入 力 した後,P,N,Bを 押 す と,そ の数 だ け

ペ ー ジ が相対 的 に ジャ ンプす る。

表4:lips3dviのoptions(一 部)

opt20ns 意味 デフオル ト

一Sn nペ ー ジ 目か ら出力 1ペ ー ジ

em mペ ー ジ 目ま で 出力 最終ページ

鰯tpaper
用 紙 サ イ ズpaper:a4,a5,b4,b5,letter a4

一1 横置きの時指定する 縦置き

CanonLASERSHOT(LIPSIII:300dpi)用 のプ リンタ ドライ バ と して,lips3dvi

がイ ンス トール され て い ます。

まず,LASERSHOTB406Eの 電源 を入 れ ます。"00プ リン トデ キマ ス"と い う

メ ッセー ジが表 示 され てい る こ とを確 認 して下 さい1†

A>lips3dvi][-f]ロ[options]]sample[・dvi]

[]は 省略可能であることを表 します。

-fと い うオプシ ョンは,最 初 に使用す る時,な らびに文字化 けが起きた時に使 用

します。

オプシ ョンは表4を 見て下 さい。例 えば,2ペ ージ 目か ら5ペ ージ 目まで を,B4サ

イズで横置 きに印刷す る ときは,以 下の様 に入力 します。A4以 外 は手差 しに して下

さい。

††PR-201Hエ ミ ュ レー シ ョン モ ー ドで は使 用 で き ませ ん 。
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RicohL,P5100-uxへ の 出力

さらに,sparc2ま たはconvexへDVIフ ァイル を転 送 して,Ricohプ リンタへ 出力

す るこ と も可能 です。 日本語 を含 んだDVIフ ァイル で も出力 で きます。

まず,ftpで フ ァイル転 送 を行 ない ます(sparc2,convexど ち らで も可能)。

ftp>driveub〔;⊇ 〕

ftp>binary∈ 〕 ←DVIフ ァ イ ル の 場 合 は 必 ず 入 力 して 下 さ い

200TypesettoI.

ftp>put]sample.dvi〔 ⊇〕

foreignfile(defaultsample.dvi):Q

Transferred

ftp>quitQ

後 は,3.1.3を 参 照 して 下 さい 。 た だ し,convexの 場 合 は

のみです。

3。3.16ビ ッ トパ ソ コ ンで の 利 用

研 究 開発室 にあ るPC-9801VMに は,ア ス キー 日本 語MicroPT亘Xが,イ ン ス トー

ル され てい ます。本 体 とプ レ ビュー ア を98,000円,プ リン タ ドライバ を34,000円 で,

個 人研 究 費で購入 し,論 文や報告 書 ・年報等 に使 用 してきま したが,32ビ ッ ト用 とワー

クステ ー シ ョン用 がイ ンス トール され た ので,そ の使命 は終 了 したか な と思 ってい ま

す。 現在,こ の ソフ トウェア は販 売 され て いませ ん。

ワー クステ ー シ ョン は使 用 した くな い が,PC-9801FAは 使 用 中で,PC-9801VM

を ど うして も使 用 したい とい う方 は,個 人 的に ご相 談 下 さい。PC-9801VMとCanon

LASERSHOTB406S(240dpi)で 一通 りの こ とは可能です。ただ,ペ ー ジが増 える と

遜丁亘Xコ ンパ イ ラはい らい らす る ほ ど時 間が か か ります。

4.お わ りに

以上,文 書処理 システムとして,(特 に科学技術系の分野では)世 界標準の地位 を得

つっあるPT亘Xを 本セ ンターで使用す る方法について解説 してきま した。慣れると結

構便利ですので,一 度利用 してみてはいかがで しょうか?

もちろん,全 ての原稿が 丁庖Xに 適 しているわけではありません。また,WYSIWYG

形式の方がよい とい う人 もいます。それ らを解決するには,WYSIWYG形 式のファイ
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ル を 丁庖Xの ソー ス フ ァイ ル に変換 で き る ソフ トウェアが でて くれ るの がい ちば ん よ

い の か もしれ ませ ん。

パ ソ コン版 につ い て は,機 能 を ア ップす る よ うな ブ リ.一ソフ トウェア もた く さん

入 手 可能 に な って きてい ます。 時 間が あれば,よ り使 いやす い環境 に してい きた い と

思 ってい ます。

ワー クス テー シ ョン版 につ い て は,・lprの 一dオ プ シ ョンが使 用で き るよ うにす

る ・日本語 が処 理 で き る よ うにす る ・SPARCprinterで 日本語 が 出力 で きる よ うにす

る,と い う3つ の課題 が あ ります。 時 間が あ る時 に少 しず つ解 決 して行 きたい と思 っ

て い ます が(解 決 す る とい う保 証 は あ りませ ん),そ の後 につ いて はい ま の ところ機能

ア ップは考 えてい ませ ん。

自分 の ところに あるパ ソコンや ワー クステ ー シ ョンに 丁庖Xや 晦Xを イ ンス トー

ル したい 場合 は以 下 を読 ん で下 さい。

ワー ク ステ ー シ ョン版 は,(株)ア ス キー に 問い 合 わせ れ ばUNIX版 の1/4イ ンチ

カ ー トリッジテ ー プ を送 って も らえます が(新 品のテ ープ2本 と送料 の み),ワ ー クス

テ ー シ ョンに詳 し くない とイ ンス トー ル は難 しい か もしれ ませ ん。 なお,こ のテ ー プ

の中身 はす べ て フ リー ソフ トウェアで,改 変 しない限 り自由に再配 布 で きます ので,セ

ンター所 有 の もの をコ ピーす る こ とも可能 です。 も し希 望 され るので した らセ ンタ.一

まで連絡 下 さい。

PC-9801(CPUが386(SX)以 上 で最低 限の 主 メモ リとハ ー ドデ ィス クが必要)の

場 合 は,(株)ア ス キー か ら発 売 され て い る"縦 組対 応版 パ ー ソナル 日本 語T庖x"を 購

入 され るのが最 も簡 単で しょ う(定 価 は1万 円です)。 パ ソコン通信 で も入 手(無 料 か

実費 程 度)で き ます が,自 分 でREADMEフ ァイル な どを読 んで 環境 設 定等 を 自分 の

シ ステ ムに合 わせ る必 要 が あ ります し,一 般 に システ ムガ イ ドは あ りませ ん。 あま り,

パ ソコ ンに詳 しくない方 は(キ ッ トを)購 入 され る方 がベ ター です。

パ ソコ ン版 も,多 くは再配布 が可能 なのです が,一 部 制 限がつ きます。各 種マ ニ ュ

アル(ガ イ ド)が つ く こ とを考 え る と,1万 円は高 くは ない で しょ う。

付 録(資 料)

図3,4に,ワ ー クステ ー シ ョン版 の システ ムのデ ィ レク トリ構造 を示 します。

パ ソコン版(PC-9801FA)に つ い ては,ア ス キー書籍 編集 部編:"縦 組 対応 版 パ ー

ソナル 日本 語 丁庖Xシ ステ ムガ イ ド"を 参 照 して下 さい。 ただ し,ハ ー ドデ ィス クが ド

ライ ブCに な ってい ます。

図5に シ ェル ス ク リプ トdviprtの 内容 を示 します。
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ー

/usr/local

I-一/bin

ll--lateX=>VirteX

II--tex=>virtex

Ii-virtexTeX本 体

II--dvi2ps

II--dvi2tty

i

I-一/lib

I-一/tex=〉/home/libtex/tex

ト ー/dvi2ps=〉/home/libtex/dvi2ps

/home

i-一/libtex

I-一/tex

Ill--latex.fmt

iII--tex.fmt

II--tex.pool

III-一/inputs

lll-一/fonts

ii

I1-一/dvi2ps

ll--fontdesc

II--tex.ps

i

i-/bin

l--dviprt1,dviprt2,

=

3

3

(
(
(

/usr/10ca1/lib/tex)
1plain.fmt)

plain.fmt)

*.Sty

*.tfm, pk/*.*pk

(=/usr/local/1ib/dvi2ps)

dviprt3

図3授 業用(ipx1,ipx2,ipx3)の 丁庖X関 連 の デ ィ レク トリ構造

/usr

l-一/10cal

II-一/bin

llI--1atex=>virtex

III--tex=>virtex

III--virtex

III--dvi2tty

iII--dviprt

ii

II-一/lib

i

l-一/1ang/lib

ト ー

_〉/usr/lang/lib

/tex
1--latex.fmt

--tex .fmt

I--tex.pool

i-一/inputs

I-一/fonts

TeX本 体

(_/usr/local/lib)

(=1plain.fmt)
(=plain.fmt)

*.Sty

*.tfm

図4sparc2の 丁庖X関 連 のデ ィ レク トリ構造
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#

#DV工fileprinttoRicohLP5100-UX

#

if($#argv!=1)then

echo"Usagedviprtfilename"

echo"

exitl

endif

#

if(-f$argv[iJ.dvi)then

lpr-Pricoh-d$argv[1].dvi

exitO

endif

#

if(-e$argv[1]}then

switch($argv[1])

case*.dvi:

1pr-Pricoh-d$argv[1]

exitO

default

echo"DVI-filenotfound"

echo"

exitl

else

echo"DVI-filenotfound"

echo髄11

exitl

endif

図5シ ェル ス ク リプ トdviprt(sparc2:/usr/local/bin/dviprt)
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